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運用予算は増加の傾向

第 4 章 企 業

イントラネット

イントラネットの構築はこの4年間で着実に増加してきたが、今

年はさらに増加し、構築済みの企業の比率はインターネット利用

企業の過半数を超えた（資料1-4-30）。

イントラネット構築済み企業のイントラネット年間予算額は平

均で2851.4万円となっていおり、昨年に比べると予算額は若干減

少傾向にある。ただし、今後の予算額の予測では「増加する」

「今年並み」がそれぞれ3割を超えており、運用予算は順調に推

移するとみてよいだろう（資料1-4-31）。

イントラネットは企業規模に関わらず構築される傾向が強いが、

その目的となるとやや傾向が異なる（資料1-4-32）。全体的に多

目的に（平均約4.5種類の目的が挙げられている）利用しようと

する傾向は昨年同様5000人以上の企業で強いが、今年は最も小

さい0〜9人規模でも同様の傾向（平均4.8種類）がみられる。こ

のような規模の小さな企業ではいったん導入したものを広範囲に

わたり徹底的に利用しようという意気込みが伺える。特に「営業

支援の製品サービス情報の共有化、サポート」や「ワークグルー

プアプリケーション」、「電子会議システム」、「スケジュール管理」

などで中大規模企業の数値をしのいでいる。

構築の目的同様、イントラネット対象業務範囲（資料1-4-33）

も5000人以上と0〜9人規模の企業で広い点が特徴となっている。

また、1万人以上の最も大きい規模では「社内の営業業務（顧客

管理、販売情報）」や「外部営業やSEなどのモバイルコンピュー

タ」などの目的が1万人以上の規模で高くなっている。
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資料1-4-30　イントラネットの構築有無　N=1487 資料1-4-31　来年度のイントラネット予算　N=1147
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資料1-4-32　イントラネットの構築目的　N=1147
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資料1-4-33　イントラネットの対象業務範囲　N=1147
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